
　

神
戸
大
学
海
事
科
学
部
は
、
２
０
０
３

年
に
神
戸
大
学
と
神
戸
商
船
大
学
が
統
合

さ
れ
て
設
置
さ
れ
た
学
部
だ
（
＊
１
）。

　

海
事
と
は
、
海
を
舞
台
に
し
た
人
間
活

動
に
か
か
わ
る
事
象
で
、
そ
の
事
象
に
関

す
る
様
々
な
問
題
を
科
学
的
な
ア
プ
ロ
ー

チ
で
解
決
す
る
学
際
的
な
学
問
が
、
海
事

科
学
で
あ
る
。
同
学
部
で
は
、
自
然
科
学

と
社
会
科
学
を
融
合
さ
せ
た
独
自
の
教
育

体
系
を
構
築
し
、
海
事
の
舞
台
で
国
際
的

に
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
し
て
い
る
。

　

同
学
部
の
特
徴
の
１
つ
が
、
１
年
次
は

学
科
に
分
か
れ
ず
海
事
科
学
を
幅
広
く
学

び
、
２
年
次
以
降
に
学
科
・
コ
ー
ス
を
選

択
す
る
こ
と
だ
（
＊
２
）。
マ
リ
ン
エ
ン

＊ 1 グローバル輸送科学科（航海マネジメントコース、ロジスティクスコース）、海洋安全システム科学科、マリンエンジニアリング学科（機関マネジメントコース、メ
カトロニクスコース）の３学科が設置されている。＊２ コース配属は、グローバル輸送科学科は２年次前期、マリンエンジニアリング学科は３年次前期に行われる。なお、

「志」特別入試、推薦入試及び外国人特別選抜により入学した者は、受験した学科（コース）に配属される。

２年次から船舶実習がスタートし、
現場で必要な実践力を身につける
航海マネジメントコースの船舶実習では、学生が練習船を運航します。
レーダーなどを用いなくても船の位置が分かるよう、海図にコンパスや
定規で現在地を書き込むなど、実践的な学びを経験しました。（佐藤さん）

船での生活に必要なのは
協調性や協働性です
船舶実習では、狭い船内で共同生活を
するので、通路を通る際は声をかけ合
うなど、気遣いが不可欠です。大学の
寮生活で協調性や協働性が育まれた経
験が生きました。（佐藤さん）

定点観測可能な海底探査機の
開発を目指しています
３年次の授業で流体力学に興味を持ち、海底探査機
が流されずに定点観測できる方法を研究中です。探
査機の材料を変更した場合に、どう動きが変化する
かシミュレーションしています。（牛丸さん）

１
年
次
は
幅
広
く
学
び
、
２
年
次

以
降
に
学
科
・
コ
ー
ス
を
選
択

大学の学び　最新ナビ
による のための大 高学 校生 生

海に関する様々な領域の学びを通じて、
国際海事社会で貢献できる人材を育成

神戸大学 海事科学部

海事科学部
グローバル輸送科学科
航海マネジメントコース４年
佐藤杏華
さとう・きょうか
福岡県立城南高校卒業。
航海士を志し、同学部にＡ
Ｏ入試で入学。

海事科学部
マリンエンジニアリング学科
メカトロニクスコース４年
牛丸脩平
うしまる・しゅうへい
熊本県立済

せい

々
せい

黌
こう

高校卒業。
海やロボットに興味があ
り、同学部に入学。
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ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
学
科
４
年
生
の
牛
丸
脩し

ゅ
う

平へ
い

さ
ん
は
、そ
の
制
度
に
ひ
か
れ
て
入
学
し
た
。

　
「
海
や
ロ
ボ
ッ
ト
に
興
味
が
あ
り
ま
し

た
が
、
大
学
受
験
の
時
に
学
び
た
い
分
野

を
１
つ
に
決
め
き
れ
な
か
っ
た
た
め
、
こ

の
学
部
で
の
学
び
を
通
し
て
徐
々
に
専
門

を
絞
り
込
み
た
い
と
考
え
ま
し
た
」

　

１
年
次
は
、
全
学
共
通
科
目
に
加
え
、

海
事
科
学
に
つ
い
て
幅
広
く
学
ぶ
学
部
共

通
科
目
な
ど
を
履
修
す
る
。「
海
事
科
学

通
論
」
は
、３
学
科
の
各
教
員
が
、各
学
科・

コ
ー
ス
の
概
要
や
研
究
内
容
、
将
来
の
主

な
進
路
を
紹
介
す
る
授
業
だ
。

　
「
３
学
科
そ
れ
ぞ
れ
の
説
明
を
聞
い
た

あ
と
、
海
底
探
査
機
の
設
計
を
学
べ
る
マ

リ
ン
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
学
科
に
進
み
た

い
と
思
い
ま
し
た
。
希
望
と
成
績
に
よ
り

学
科
が
決
ま
る
の
で
、
小
テ
ス
ト
も
気
を

抜
か
ず
取
り
組
み
ま
し
た
」（
牛
丸
さ
ん
）

　

２
年
次
以
降
に
所
属
学
科
が
決
定
す
る

と
、
専
門
的
な
学
び
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

航
海
士
志
望
の
４
年
生
の
佐
藤
杏き

ょ
う

華か

さ
ん

は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
輸
送
科
学
科
航
海
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス
に
進
み
、「
航
海
学
」「
海

洋
気
象
学
」「
経
営
組
織
論
」な
ど
を
学
び
、

２
年
次
に
１
か
月
間
、
３
年
次
に
２
か
月

間
の
「
船
舶
実
習
」
を
履
修
し
た
（
＊
３
）。

　
「
船
を
操
る
指
揮
所
で
あ
る
船せ

ん

橋き
ょ
うで
、

航
海
の
全
体
を
指
揮
す
る
人
、
舵
を
操
作

す
る
人
、
双
眼
鏡
や
レ
ー
ダ
ー
で
周
囲
の

状
況
を
確
認
す
る
人
な
ど
、
役
割
を
分
担

し
、
船
舶
運
航
の
知
識
・
技
能
を
学
び
ま

し
た
。
責
任
の
あ
る
仕
事
が
想
像
以
上
に

多
く
て
大
変
で
し
た
が
、
大
海
原
で
船
舶

を
運
航
す
る
仕
事
に
、
大
き
な
や
り
が
い

を
感
じ
ま
し
た
」（
佐
藤
さ
ん
）

　　

研
究
室
を
段
階
的
に
選
択
で
き
る
の

も
、同
学
部
の
特
徴
だ
。
２
年
次
に
は
、「
基

礎
ゼ
ミ
」
を
開
設
。
教
員
１
人
に
つ
き

学
生
２
〜
４
人
と
い
う
少
人
数
制
の
ゼ
ミ

で
、
教
員
が
各
研
究
室
の
研
究
テ
ー
マ
を

紹
介
し
、
コ
ー
ス
選
択
の
相
談
を
受
け
る
。

３
年
次
後
期
の
「
総
合
ゼ
ミ
」
は
、
学
生

が
各
研
究
室
に
仮
配
属
さ
れ
、
研
究
内
容

を
具
体
的
に
学
び
、
４
年
次
で
研
究
室
が

正
式
に
決
定
す
る
。

　

牛
丸
さ
ん
は
、
海
底
探
査
機
の
設
計
を

学
び
た
い
と
考
え
て
い
た
が
、
３
年
次
の

専
門
科
目
や
総
合
ゼ
ミ
で
流
体
力
学
に
興

味
を
持
ち
、
流
体
力
学
を
用
い
て
船
舶
・

海
底
探
査
機
な
ど
の
開
発
や
性
能
の
評
価

を
行
う
研
究
室
に
入
っ
た
。

　
「
流
体
力
学
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に

必
要
な
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
学
ぶ
授
業

は
、
難
し
か
っ
た
の
で
す
が
、
だ
か
ら
こ

そ
自
分
の
武
器
に
し
た
い
と
考
え
、
研
究

室
を
決
め
ま
し
た
。
研
究
に
は
、
応
用
数

学
、
材
料
工
学
、
熱
力
学
な
ど
、
幅
広
く

学
ん
だ
こ
と
が
役
立
っ
て
い
ま
す
」　　
　

　

佐
藤
さ
ん
は
、
国
際
航
海
に
従
事
す
る

外
航
船
の
航
海
士
を
目
指
し
、
英
語
で
海

事
科
学
を
学
ぶ
研
究
室
に
入
っ
た
。

　
「
研
究
室
で
は
、
週
１
回
、
英
会
話
を

楽
し
むE

-Café

を
主
催
し
て
い
ま
す
。

留
学
希
望
の
学
生
な
ど
が
集
ま
り
、
身
近

な
話
題
を
英
語
で
語
り
合
い
ま
す
。
海
運

会
社
の
就
職
試
験
で
英
語
の
口
頭
試
問
が

あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
活
動
の
お
か
げ
で

戸
惑
う
こ
と
な
く
答
え
る
こ
と
が
で
き
、

航
海
職
の
内
々
定
を
い
た
だ
き
ま
し
た
」

　

牛
丸
さ
ん
は
、
大
学
院
に
進
学
し
、
研

究
を
さ
ら
に
深
め
て
い
く
と
い
う
。

　
「
海
中
で
の
海
底
探
査
機
の
動
き
を
、

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
用
い
て
数
式
を
解
き
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
上
で
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
し
て
い
る
と
、
求
め
て
い
る
答
え
が
得

ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
時
は
、
先
生
か
ら
い
た
だ
い
た
『
計
算

条
件
を
大
胆
に
変
え
る
』
と
い
う
助
言
を

思
い
出
し
、
一
定
の
成
果
が
出
せ
る
よ
う
、

根
気
強
く
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
」

　

本
学
部
で
は
、
自
分
の
適
性
に
合
っ
た
学

科
・
コ
ー
ス
を
選
べ
る
よ
う
、
２
年
次
以
降

に
学
科
・
コ
ー
ス
選
択
の
機
会
を
設
け
て
い

ま
す
。
最
初
に
、
幅
広
く
学
ん
だ
か
ら
こ
そ

見
え
て
く
る
海
事
科
学
の
面
白
さ
を
知
っ
た

上
で
、
自
分
の
可
能
性
を
考
え
て
ほ
し
い
か

ら
で
す
。

　

本
学
部
の
特
色
は
、
学
生
間
、
学
生
と
教

員
間
の
結
び
つ
き
が
と
て
も
強
い
こ
と
で

す
。
特
に
航
海
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー
ス
は
、

２
〜
４
年
生
の
縦
割
班
で
、
神
戸
か
ら
大
阪

府
泉
大
津
ま
で
の
約
25
キ
ロ
を
20
人
乗
り
の

カ
ッ
タ
ー
ボ
ー
ト（
オ
ー
ル
に
よ
る
手
漕
ぎ
、

ま
た
は
帆
走
）
で
目
指
す
実
習
が
あ
り
、
学

年
を
超
え
た
絆
が
生
ま
れ
ま
す
。
加
え
て
、

数
か
月
に
わ
た
る
船
舶
実
習
で
団
結
力
が
高

ま
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
学
生
と
教
員
は

ク
ラ
ス
担
任
制
度
で
つ
な
が
っ
て
お
り
、
４

年
間
一
貫
し
て
１
人
の
教
員
が
約
20
人
の
学

生
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
学
生
は
、
学

科
・
コ
ー
ス
決
定
や
研
究
室
配
属
の
悩
み
を

直
接
教
員
に
相
談
で
き
ま
す
。

　

卒
業
生
は
、海
事
関
連
企
業
だ
け
で
な
く
、

様
々
な
産
業
界
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
今
後

は
国
際
的
に
活
躍
す
る
人
材
が
さ
ら
に
増
え

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

＊３　グローバル輸送科学科航海マネジメントコース、マリンエンジニアリング学科に配属された学生は、２年次以降に船舶実習を履修する。船舶実習の期間は、学科・コー
スによって異なるが、海技免許（航海士、機関士）を取得するためには、「船舶実習（１〜３）」を履修の上、学部卒業後の乗船実習科において６か月間の船舶実習が必要。

一
人
ひ
と
り
の
学
生
を

き
め
細
か
く
サ
ポ
ー
ト

大

の

い

学

思
神
戸
大
学
大
学
院

海
事
科
学
研
究
科

教
授齋藤

勝
彦

さ
い
と
う
・
か
つ
ひ
こ

海
の
専
門
職
を
目
指
す
た
め
の

船
舶
実
習
も
充
実

研
究
室
も
段
階
的
に
決
ま
り
、

自
ら
の
学
び
を
深
め
て
い
く
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